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第 2表

卸ち対照 として同一血清より調製せる 10%血清加 キ 7レヒナー氏培地に於げろ同一被槍物質の 阻tL限界･と比鱗する

と'Conteben では不変,他は何れも90%血清加増地内での抗菌力は低下を示 して蹴 り, Usninsaures Na 及び

SLreptornycinでは血清量の増加L/{よ.る抗菌力の低下が著 しく, PAS及び 〇･Atninophenolでは値に低下する｡ 之は

StEePtOmyCi11については Willistorar° YoumanSが oIAT山inophenolについては絹本が鉦に 血清加液体培地内に於

て,添加培地を変更するE'とな しに草に血清量のみを変更 した場合30%近(の血活量となるとき之等の薬物の抗菌力

が夫 々低下すろと述べて居る成績 と平行するo

抗結核歯性物質を注射せる動物の血清e)抗菌力に就{●

志 保 田 明

也体の流血LPの抗菌力検討L/{は従衆,SlidecellCulture法が使用されて皆るが,手技の上で誤差がかな り大きい

ので,之に代る方法として前述の高濃度血清力培地を磨用した｡

繁藤方法 :体重2-3kgの催巌家兎耳覇泳rPに,横槍薬物溶液を注入 し,注入後,30分,1時間,1時間車,2時間,

2時間牛,3時間,4時間,24時間,と蓬時心臓穿刺により採血し,滅菌試験管に斜面として 24時間放置 し祈出せる血

清を以て,5%,10%,90%,の血活加培地を製 し,之に常接種,封蟻の上僻意中に4週間培養の後,対昭とせる同一

動物の薬物性人前の血清加培地 と比較 して,蘇核菌発育の有無を放 した｡

■被 検 物 質 時間培地中の血活量 1時間 1.5時間 2.0時間 2.5時間 3.0時間 4.O曙問 注入前対 照
Streptomycln当庇 0.1瓦 5% - + + 廿 # 廿10% - - 十 廿 廿 廿

90% - - - - 1- 千

FAS当勉 JO.1瓦 5% - - - 廿 廿 + 廿lo錫 - - 士 廿 廿 十 廿

90% 櫛 - - - -ト + 廿

o A inohe1101 5% - 士 + 芋 巨 廿--m p当妃 0.1二瓦 10% - - - - -1十

鷺讃成維並びに青棒 ;上蓮の実験成硬を見て言い守昔る事の第-は,｢SLreptomycin,FAS, o･Aminophenolの三譲は
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之を注射 した動物の血清中l/{於て競市核菌力む保持 している草を試験管内で証明した革であるO

第二IJT明l/{なった革は,之等三者を等 しく Peて､kgO･1gを轟注した場合に流血Lf-の鯖核蘭発育阻血力の 持掛 串間

は O-AtninopllenOlが一番長 く,次いで PAS と SlrepLomycinは共より兜いが何れも辞任後 (perkg0.1g)4時間以

内L/<抗蘭力を失 う事である｡PASの効果の血lITより滑失する時間が SIrepLo'LlyCinの場合と大差ない革は PASの覇

泳法射法を見通 させる横線となって別記徳島等の研究に発展した｡第三に注目L,{慣すみのは,血活量の諾=3連 による抗

菌力沿矢の時間的関係であるO例えば StrepLornycinを見ると,90%血清加培地!,7(.すれば2･5時間迄発育阻止力を共

はないが,5%血活加培地にしても椅 1時間は同株のカを具備 しているのである｡ と言 う草は,注射後 1時間の血清

抗菌力は2.5時間の其の約20倍もあろうかと言 う計算になる｡江刺直後の血清抗菌力を想像せ しめると共E/{共作用の

低下のノ相当速かなるを思い知 らしめるのである｡

2)次t/IContebeu注射の成績は次表の如 くである｡

敬 .槍 物 質 時間培地中の血清量 30分 1時間 2時間 芦噂甲 4呼間 24時間 装入蓋

Co:ーteben当寵 0.01瓦 5% #-1+ 廿 廿 ≠ 廿 i+.10% 廿 廿 廿 廿 廿 廿 廿

Contet光nは注射後30分にして酷に5%及び 10%血清加培地では菌磯青を示 しているか ら90%血清培地では.発育阻

止を示 しているものの前三者の例に比較 して考えると,上述投輿量の Conteben家鬼の血活坑蘭力は強くない鴛こであ

るIJT:拘らず,注射後 3時間迄は90%培地に限って発育阻止を示 している革は,-cnolebenの血中に停滞する時間が他薬

物 よりも比較的長い事を想像をせ しめ'この点e/{ConLebcnが嘩駐上比較的少量で奏効する原因があるものと考えるo

各種臓器の水抽出液を加へね培地に於ける結核菌の

発育に及はす抗結核歯性物質の抗菌力に就て.

志 保 田 明

体内に吸収された抗帝核蘭性物質が 体内各臓器に於いて抗菌力を磯揮する揚倉に臓器l/{困 りその力に 差違が現わ

れはせぬかと言 う点が想像ざれる｡

私は先t,{ キ 7レt=ナ-培地(/{於ける添加血液量l/{大きな幅の存在することを見出したので,更に,血活に代えるLJ{臓

器の水抽出液を用ひ,之を以てしても粁核常の培養の可能なることを確め,進んで韓核蘭に対する組織水抽出液の影I

饗に臓器による差異があるかどうかを究明し,更に各臓器水抽出液を加えた堵地中IJ{於ける締核蘭発育Z/{及ぼす就縛

核蘭性物質の作用を追求 した｡

算1衷

稗 発覚 煉炭10% l 5% 2.5%冒品前)堵養日数｢ 遠 ｢ 一義 叫r 2週 4週 2週 4過

Hirp 7_2 + + + + + ｣-

Lllnge 7.0 廿 廿 .廿 廿̀ 廿 廿
Leber 6.8 1 - 1- l l- + +. +

Mil∑ 7.O l + 廿 + +

Niere 6.8 廿 ≠ + 廿 + +

対.昭 SeruTn 6二8 廿J ≠ ≠ 什 廿 ≠


